□TOKONAMEについて

· プロジェクトのはじまり

発起人の鯉江優次は、地元常滑の実家の窯(有限会社山源陶苑)に戻って10年、「常滑焼の伝統を更新するチャレンジ」に向けて準備を進めてきた。以前から、意見交換を交わしていたクリエイターらに、昨年7月に正式に依頼をした。

「常滑焼の、なにを守って、なにを刷新するか。」

鯉江が常滑に戻ってから、悶々とする中で見い出した、あたためてきたテーマがあった。

「急須ではなく、ポットを作る」

「茶器を作るために蓄積された産地の技術と素材を活かす」

「作る事と、伝える事を等価に」

これらのテーマを念頭に、「あたらしい常滑焼き」の器を作るプロジェクトが発足した。

□開発プロセス

メンバー全員で、常滑の様々な人や場所を訪ね、常滑焼についての話を聞き、ものに触れた。

地元の陶業組合が、10年ほど前に実験的に作って使われていなかった土と出会った。しっとりと肌理の細かく、淡い発色の、思わず触れたくなる土に魅了された。日本茶だけではなく、紅茶やコーヒーなど、色んな使い方ができる事を条件に、土、成型、焼成、形状を検討した。最終的に、6色の土と、7つの器を作った。素材の魅力に導かれ、自ずと器のかたちや、ディテールが決まっていった。

□TOKONAME TOUR について

TOKONAMEの巡回展示の事。

5/30~6/3に、原宿のROCKETで、事実上お披露目となる展示販売を行った。

HORO-Kitchen、Merci Bake、ABOUT LIFE COFFEE BREWERS とコラボレーションを行い、それぞれがTOKONAMEからインスピレーションを受けて作ったスープ、スイーツ、コーヒー、フレーバーティー、果実酒を、TOKONAMEを使って来場者に提供した。

また、来年の春には、常滑にてTOURの第三弾を行う予定です。ROCKET、OITAのメンバーに加え、新たなクリエイターが結集し、TOKONAMEの国内ツアーを締めくくるにふさわしいイベントを行う。

